
 

令和７年度当初予算の概要  

 

環  境  部  



　１　一般会計
（単位：千円）

（A) （B) (A)-(B) （％） 国支出金 地方債 その他

4,292,639 3,737,223 555,416 114.9 247,367 1,232,800 532,218 2,280,254

令和７年度当初予算(案）の概要

款(項)名 目　名

令和７年度
当初予算額

令和６年度
当初予算額

増減額 A/B
７ 年 度 の 財 源 内 訳

備　　　　　　考特　　定　　財　　源
一般財源

４
款
　
　
環
境
費

１目
環境総務費

1,900,527 1,846,938 53,589

３目
廃棄物対策費

1,092,757 834,440 258,317

４目
自然環境費

495,574 339,781 155,793

16,336
２目
環境保全費

803,781 716,064 87,717 112.2

102.9 148,740 0 309,485 1,442,302

505,600 3,993 277,852

131.0 461,700 193,178 428,1409,739

145.9 265,500 25,562 131,96072,552

計
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令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

環境保全課  ４ １ ２ 新規 中 小 企 業 

脱 炭素経 営 

推 進 費 

64,001  
１ 目  的 

地球温暖化対策をさらに推進するため、県内中小企業を対象に、温室効

果ガス排出量の算定、削減目標の設定および脱炭素経営計画の策定支援を

行い、脱炭素経営の普及を促進する。 

 

２ 事業概要 

(１) 温室効果ガス排出量の算定支援           32,061 

県内中小企業（300社）を対象に、温室効果ガス排出量の算定を支援 

(２) 温室効果ガス排出量の削減目標の設定支援      16,940 

県内中小企業（55社）を対象に、国際認証（SBT認定）に準拠した温

室効果ガス排出量の削減目標の設定を支援 

(３) 脱炭素経営計画の策定支援             15,000 

県内中小企業を対象に、脱炭素経営計画（省エネ･再エネ設備の導入

など温室効果ガスの削減計画）の策定に要する費用を補助 

〔補助上限額〕100万円  〔補助率〕1/2 

 

※ SBTとは、国連グローバルコンパクト(UNGC)や世界自然保護基金(WWF)

などが共同運営する国際認証制度。 

企業がパリ協定(世界の平均気温の上昇を1.5度に抑制)に整合した温

室効果ガス排出量の削減目標を設定し、これがSBT事務局に認められれ

ば、国際認証（SBT認定）を受けることができる。 

 

2



 

令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

循 環 型 社 会 

推 進 課 

４ １ １ 新規 使 用済Ｅ Ｖ 

バ ッ テ リ ー 

資源循環推進費 

20,465 0 １ 目  的 

国内での使用済ＥＶバッテリーの資源循環に向けて、中古ＥＶ市場の活

性化によるバッテリーの安定回収を推進するとともに、リユース蓄電池市

場といった新たな産業を創出していくことで、ＥＶバッテリーの資源循環

モデル「福岡モデル」を構築する。 

 

２ 事業概要  

（１）中古ＥＶリースの利用推進によるバッテリーの安定回収  13,141 

中古ＥＶをリース形式で利用希望者へ貸与し、バッテリー性能の変化

や経済性など中古ＥＶリース事業化の可能性を検証することで、中古 

ＥＶの利用を推進するとともに、バッテリーの安定回収モデルを構築す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）リユース蓄電池の導入推進・県内企業の参入促進      7,324 

①リユース蓄電池の導入推進に向けた調査            (6,606) 

②リユース蓄電池市場への参入促進セミナーの開催     (718) 

 

 
   

3



 

令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

循環型社会 

推 進 課 

４ １ １ 新規 プラスチック

R e : b o r n

プロジェクト費 

8,411 0 １ 目  的 

県内から排出される様々な使用済プラスチックをリサイクルし、再生プラスチ

ックを必要としている事業者が活用することにより、環境と経済の両立に向けプ

ラスチックの資源循環を目指す。 

 

２ 事業概要 

（１）製造業（自動車、電気・電子機器等）における再生プラスチックのニーズ及び 

県内の使用済プラスチックの排出量等のシーズ調査            5,361 

［ 対 象 ] 再生プラスチック使用が想定される製造業者、県内の使用済プラスチック排出者 

［調査内容］製造業者：使用想定部品、求めるプラスチックの種類・組成、要求品質、再生 

プラスチック使用の障壁 

排出者：排出場所、排出量、使用済プラスチックの種類、組成、混入物の除去の容易さ 

（２）品質要件に応じた再生プラスチック製品製造に係るスキームの構築の支援    3,050   

再生プラスチック利用に関する実証、研究開発の支援（リ総研に委託） 

［ 支援先 ］共同研究チーム（２チーム） 

（排出者、運搬業者、再生業者、成型メーカ、大学等で構成。オブザーバ：自動車メーカ等） 

［研究内容］・使用済プラスチックの効率的かつ異物混入を防ぐ回収方法の検討 

・回収したプラスチックの分別・洗浄・破砕方法の検討、ペレット樹脂の試作 

・再生プラスチック使用製品の試作・品質評価、事業採算性・環境性評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

R8：使用済みプラの安定供給方法の検討 

R9：・ペレット化における混合比率の検討 

  ・製品試作、品質確認 

  ・採算性等評価 

【全体スケジュール】 

R7
○ コンサルタント会社 (1)
　・再生プラに係るニーズ、シーズ調査

○ 福岡県ﾘｻｲｸﾙ総合研究事業化ｾﾝﾀｰ (2)
　  ・共同研究チームの発足支援
　　・環境性評価の作成

R8

R9

R7～R9の研究成果を他事業者に波及

R10～

○ 共同研究チーム（2チーム）
　　 排出・保管から再生プラ製品製造までの課題（品質・コスト）を解決し、
　　 汎用性のあるプラスチックの資源循環スキームを研究開発

○ 福岡県ﾘｻｲｸﾙ総合研究事業化ｾﾝﾀｰ
   共同研究の結果を踏まえ、同様の取組の意向がある事業者を支援
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令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

循 環 型 社 会 

推 進 課 

４ １ １ 新規 

持って帰って

いいと（eat）

ボックスによ

る 食 品 ロ ス 

削 減 費 

1,632 0 １ 目  的 

国が令和６年12月に策定した「食べ残し持ち帰りガイドライン」を踏ま

え、モデル店舗で持ち帰りボックスの利用実証を行い、食品ロス削減を推

進する。 

  

２ 事業概要 

  持ち帰りボックスの導入を拡大し、飲食店・ホテル等における 

食品ロスを削減                                1,632 

  モデル店舗に持ち帰りボックスを配布し、店舗の食品ロス・廃棄物処理費削減効

果や従業員の負担、来店客の持ち帰り後の行動等を検証。 

［モデル店舗数］100店舗／年 ×３年間 計300店舗 

［実 施 期 間］10月～12月の３カ月間 

         （食品ロス削減月間（10月）～忘年会シーズン（12月）） 

 

   

 

 
 

持ち帰りボックスのイメージ 

5



 

令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

監 視 指 導 課 ４ １ ３ 継続 産 廃 不 適 正 

処 理対策 費 

250,060 

 

債務負担行為 

305,000 

22,304 １ 目  的 

産業廃棄物が放置されている嘉麻市産業廃棄物中間処理施設において、

行政代執行による支障除去工事を行い、周辺住民の安全・安心を確保する。 

 

２ 事業概要 

（１）有識者への意見聴取 152 

実施設計の妥当性及び工事による影響について、有識者から意見聴取 

（２）行政代執行による支障除去の実施 244,820 

①実施設計 (43,325) 

・境界測量業務及び実施設計業務の委託 

②支障除去工事 (199,089) 

・放置廃棄物を整形し、覆土によるキャッピングを実施 

・工事に伴う現場管理業務を委託 

③残置廃棄物及び工事の影響検証のための場内モニタリング (2,406) 

・場内地下水2カ所の水質調査、地中5カ所の温度計測を実施 

（３）周辺モニタリングの実施 5,088 

周辺の民家井戸水2カ所、放流水及び河川水各1カ所の水質調査を実施 

 

○スケジュール 

～R10 
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

R7 R8

(2)①実施設計

(1)有識者

意見聴取

地元住民への説明

（3）周辺モニタリング

（2）③場内モニタリング

（2）②支障除去工事

現場管理

(1)有識者

意見聴取

○工法概略図 
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令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

自 然 環 境 課 ４ １ ４ 新規 歩いて体感!! 

九 州 自 然 

歩 道 費 

6,069 0 １ 目  的 

九州自然歩道を活用した、環境保全・生物多様性施策を伝える自然体験

機会を創出する。 

 

２ 事業概要 

（１）九州自然歩道の魅力発信                2,420 

  県内各コースが有する自然資産を「生物多様性」の観点から紹介する動

画を制作し、YouTubeやホームページ等を通じて情報発信する。 

 

（２）自然歩道とBRTが結びつく魅力的な周遊ルートの新規開発  3,649 

  日田彦山線BRTを活用した自然歩道の新規ルートを開発し、利用者の生

物多様性への理解を促進するとともに、日田彦山線沿線地域の振興を図る。 
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令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 主 要 事 業 の 概 要 

（単位：千円） 

課  名 

科  目 新規 

継続 

事 項 名 

７ 年 度 

予 算 額 

６ 年 度

予 算 額 

事 業 の 概 要 

款 項 目 

自 然 環 境 課 ４ １ ４ 継続 ワンヘルス体

験学習・研究

ゾーン整備費 

204,046 32,783 １ 目  的 

ワンヘルスセンターの中核施設である保健環境研究所の附属施設として、生物多

様性の保全の観点から国内初となるワンヘルス教育の屋外学習と、生物多様性保全

に関する屋外研究を行う場の整備を実施する。 

 

 

２ 事業概要 

屋外ワンヘルス体験学習・研究ゾーンの整備            204,046 

  ・専門家会議の意見を踏まえた実施設計を基に、令和９年度まで計画的に施設

を整備 

・令和７年度は、敷地造成工、掘削工、擁壁工、植栽基盤工、雨水排水工等を

実施 

 

 

 

 

 

屋外ワンヘルス体験学習・研究ゾーンのイメージ ワンヘルスセンターのイメージ 
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